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中学校数学関数領域における

考えを深め表現する力の育成
－ －フラッシュ見取り作業とピア活動を通して

長期研修員 大竹 稔明

《研究の概要》

本研究は、中学校数学関数領域において、幅広い学力の生徒に考えを深め表現する力を

育成することを目指したものである。まず、具体的事象をモデル化したフラッシュ見取り

作業で既習事項を確認したり、二つの数量を取り出し変化の対応に気付かせたりする。次

に、ピア活動Ⅰで互いの考えを交流し、関数の特徴について考えを深める。さらに、ピア

活動Ⅱでピア活動Ⅰにより深めた関数関係を根拠に基づいて表現する。

【数学－中 関数 表現力 フラッシュ見取り作業 ピア活動】×× キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

平成24年度中学校学習指導要領完全実施に向けて、数学科の目標は、｢数学的な表現や処理の仕方を

習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高める」となっている。数学科の領域は、｢数と式｣｢図

形｣｢数量関係｣の３領域から｢数量関係｣が｢関数｣と｢資料活用｣となり４領域となった。このため、関数

についてより細やかな指導が必要となってきている。

PISA（OECD生徒の学習到達度調査）によると、数学

的リテラシーは2000年から2006年にかけて下がってい

る（図１ 。また、TIMSS2007（国際数学・理科教育動）

向調査）の課題として、中学校数学２年の「生徒の興

味・関心の急激な低下 「数学に対する自信喪失 「数」 」

学の苦手意識」が指摘された。

2010年全国学力・学習状況調査での数量関係の課題

は、｢日常的な事象について、筋道を立てて考え、数学

的に表現すること 「割合や比例など、二つの数量の関」

係を理解すること｣である。

平成23年度群馬県学校教育指針では 「既習の知識・技能を活用して筋道を立てて考えようとするこ、

と と 自分の考えを数学的な表現を適切に用いて表すこと という課題が浮き彫りになった 関数 比」 「 」 。 （

例、反比例、一次関数）は抽象的な概念が多く、表・式・グラフをうまく関連付けて表現できない生徒

が多い。また、関数は、正負の数、文字式、方程式、連立方程式等の他の領域との系統性が強く、既習

事項でつまずいている生徒にとって難しい単元である。

そこで本研究では、生徒に興味・関心をもたせ友達同士で考えを深め合い表現し合うことを重視する

ことが大切であると考えた。フラッシュ見取り作業やピア活動を取り入れることで、具体的事象に興味

・関心をもたせ、関数の特徴や表・式・グラフの関連性について考えを深め根拠に基づいて表現する。

このような活動を通して、考えを深め表現する力の育成を目指し本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

考えを深め表中学校数学関数領域において、フラッシュ見取り作業とピア活動を取り入れれば、

現する力の育成ができることを授業実践を通して明らかにする。

図１ 日本の数学的リテラシーの順位
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Ⅲ 研究の見通し

具体的事象からフラッシュ見取り作業で興味・関心を喚起するとともに既習事項を確認させれ１

ば、二つの数量を取り出すことができ、変化の対応に気付く力を育成できるだろう。

ピア活動Ⅰで、関数の特徴や表・式・グラフの関連性について互いの考えを交流すれば、考えを２

深めることができるだろう。

ピア活動Ⅱで、ピア活動Ⅰで深めた関数の関係を説明し合う活動を取り入れれば、自分の考えを３

根拠に基づいて表現する力を育成することができるだろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 考えを深め表現する力

考えを深め表現する力とは、自分の考えを根拠に基づいて表現する力と考える。この力の要素と

しては様々な角度からものを見る力や、答えにたどり着くための「論理的に考える力」等が必要で

ある。したがって、結果だけでなく、多様な方法で問題を解いたり、学習過程を振り返って根拠の

裏付けを説明したりすることは考えを深めるために大切であると考える。TIMSS2007の結果からも

明らかなように、生徒の興味・関心を考慮した具体的事象を取り入れた数学的活動を導入すること

とともに、授業中に友達の影響を配慮し互いの考えを交流し合う活動を多く設定することで、考え

を深め表現する力が付くと考える。

２ フラッシュ見取り作業とピア活動

(1) フラッシュ見取り作業とは

フラッシュ見取り作業とは、各時間の導入時に既習事項を復習させ、課題から視覚を通して二

つの数量を取り出して変化の対応を読み取る学習活動である。この作業により、短時間で集中さ

せ興味・関心を高めることで、具体的事象と関数（比例、反比例、一次関数、ｙ＝ａｘ に比例２

する関数）についてモデルを通して視覚的にとらえやすくすることができる。

(2) ピア活動とは

ピア活動とは、学習仲間と一緒に問題を解決する過程の中で、学習者同士で学び合うことを目

指す学習活動である。本研究では、言語に関する知識が乏しい学習者が、どのように学び合うこ

とができるかについて、協働学習の観点から調べられてきたピア活動の論文（Donato、1994；Oh

ta 1995；Storch 2002など を参考にして 授業実践に生かした この論文では 対称性 相、 、 ） 、 。 、「 」「

互性」の高いグループで協働学習が起こる可能性が高く、動機・目的を含めた「行為 「活動」」

について論じられている。友達同士の話し合い活動を生かし、伝え合い・教え合う活動を通して

考えを深め表現する力が育成されると考える。幅広い学力の生徒の考えを深めるため、協働して

関数（比例、反比例、一次関数、ｙ＝ａｘ に比例する関数）の特徴や関連性を説明し合うこと２

を通してピア活動を行う。

① ピア活動Ⅰ（２～３人）

クラスの隣の席同士で、与えられた問題をどのように解決しいくかについて、説明し合い考え

を深め合う活動である。必ずしも数学が得意な二人が組むわけではないため、悩んでいる生徒に

対して教師がその活動を支援する。

② ピア活動Ⅱ（４～５人）

ピア活動Ⅰで関数（比例、反比例、一次関数、ｙ＝ａｘ に比例する関数）の特徴や関連性につ２

いて深めた考えを、班の中でより分かりやすく根拠に基づいて表現する活動である。
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 授業実践計画

対 象 研究協力校 中学校第１学年（２クラス）65名､第２学年（２クラス）52名

平成23年10月31日（月）～11月10日（木）
実践期間

２時間×２クラス（１年 、２時間×２クラス（２年） 計８時間）

単 元 比例、反比例（第１学年 、一次関数(第２学年) C 関数）

２ 検証の観点と方法

段階 検証の観点 検証の方法

フラッシュ見取り作業で、興味・関心を喚起するとともに、既習 宿題プリント

事項を確認させることは、二つの数量を取り出すことや変化の対応 挙手１ フラッシュ見取り作業

に気付く力を育成することに有効であったか。 観察

ピア活動Ⅰにおいて、関数の特徴や表・式・グラフの関連性につ 観察

いて互いの考えを交流することは、考えを深めることに有効であっ プリント２ ピア活動Ⅰ

たか。 自己評価

ピア活動Ⅱにおいて、ピア活動Ⅰで深めた関数関係を説明し合う 観察

活動を取り入れることは、自分の考えを根拠に基づいて表現するこ プリント３ ピア活動Ⅱ

とに有効であったか。 自己評価

３ 抽出生徒

、『 』、『 』、『 』協力校の生徒を 数学が得意な生徒 数学が得意でも不得意でも無い生徒 数学が不得意な生徒

に分類した。そうすると、ピア活動Ⅰの組み合わせは６パターンが考えられる。その中で、本実践では

図２ 研究構想図
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授業の座席を考慮し 『数学が得意な生徒同士のピア活動 『数学が得意な生徒と数学が不得意な生徒、 』、

のピア活動 『数学が不得意な生徒同士のピア活動』の三つのパターンのピア活動を中心に検証するこ』、

ととした。

数学が得意な生徒同士の 数学が得意な生徒と 数学が不得意な生徒同士の
ピア活動 不得意な生徒のピア活動 ピア活動

【男子Ａ】学力が高く、授業態度 【男子Ｃ】理解は早いが集中力が 【男子Ｅ】ひらめきはあるが落ち着き
がよく集中力がある。 やや欠ける。 がない。

【女子Ｂ】数学が得意で、授業態 【女子Ｄ】まじめに取り組むが、 【女子Ｆ】反応があまりなく数学が苦
度がよく理解力がある 数学が苦手である。 手である。。

４ 単元

(1) 比例（１学年）

① 目標

具体的な事象を調べることを通して、比例、反比例についての理解を深めるとともに、関数関係を

見いだし表現し考察する能力を培う。

② 単元の評価規準

数学への 数量や図形など数学的な見方や考え方 数学的な技能
関心・意欲・態度 についての知識・理解

◎身のまわりの事象の中 ◎身のまわりの事象の中 ◎比例、反比例の関係を ◎変数の意味を、方程式

から、関数や比例、反比 から、関数や比例、反比 式で表す手順や、変数、 における文字と対比して

例の関係を見いだし、そ 例の関係を表現したり、 比例定数のもつ具体的意 理解している。

、 、の関係を表現したり、考 考察したりすることがで 味を説明することができ ◎関数 反比例の意味を

察したりしようとする。 きる。 る。 小学校における比例の学

◎比例、反比例の特徴に ◎比例 反比例の特徴と ◎比例、反比例の表・式 習と関連付けて理解して、 、

ついて、表・式・グラフ 表・式・グラフの特徴を ・グラフなどを用いて適 いる。

、 、を相互に関連付けて考え 相互に関連付けて、対応 切に表現し、その特徴を ◎比例 反比例の特徴を

ようとする。 の様子を考えることがで 相互に関連付けて読みと 表・式・グラフを相互に

◎比例、反比例の関係を きる。 ることができる。 関連付けて理解してい

用いて能率的に調べられ ◎ある事象を表した表・ ◎比例、反比例の表・式 る。

ることに関心をもち、事 式・グラフの特徴と、そ ・グラフを用いて、事象 ◎関数や比例、反比例の見

象の考察に活用しようと の事象の具体的な場面を を的確に表現して、能率 方や考え方を、具体的場面

する。 関連付け、事象について 的に処理することができ で活用することを通して、

考察することができる。 る。 そのよさを理解している。

③ 実践計画（２時間）

小単元等 授業時間数

１ 比例 ７時間

２ 反比例 ４時間

３ 比例と反比例の利用 ２時間 ※ ※印の小単元で授業実践を実施

４ 練習問題 １時間

単元のまとめ １時間

時 ○ねらい ※学習活動 指導上の留意点 評価項目・評価方法

12 ○群馬県と千葉県ではどちらの面積が フラッシュ見取り作業で、 【関】比例の関係を用いて

広いかについて面積と重さが比例関係 比例、反比例の用語や表・式 能率的に調べられることに

中 にあることを基に考察する。 ・グラフの関連性を確認す 関心をもち、事象の考察に

１ ※『フラッシュ見取り作業』 る。次に、群馬県の白地図と 活用しようとする 〔観察・。

実 比例、反比例の復習 千葉県の白地図を逆さまに提 プリント〕

践 群馬県と千葉県の白地図の提示 示し、何の地図か興味・関心 【見】ある事象を表した表

※『ピア活動Ⅰ』 をもたせる。 ・式・グラフの特徴と、そ①

厚紙を重ね合わせる ピア活動Ⅰで、群馬県と千 の事象の具体的な場面を関

マス目をを数える 葉県の面積を比べるのにはど 連付け、事象について考察

切って重さを計る うしたらよいか話し合わせ することができる 〔観察・。

面積が広い理由を説明する。 る。様々な方法で面積を比較 プリント〕



- 5 -

※『ピア活動Ⅱ』 し考えを深めさせる。

群馬県の面積が千葉県の面積より広 ピア活動Ⅱで、群馬県の面

い理由を厚紙の面積と重さの関係から 積が広いことを根拠に基づい

考察し表現する。 て表現させる。

13 ○歯車の歯の数と回転数の関係を調 フラッシュ見取り作業で、 【関】反比例の特徴につい

べ、表・式・グラフに表し反比例の関 比例、反比例の用語や表・式 て、表・式・グラフを相互

中 係を考察する。反比例の見方や考え方 ・グラフの関連性を確認する に関連付けて考えようとす

１ やグラフを利用して、具体的な場面の ことで、歯車の歯数と回転数 る 〔観察・プリント〕。

実 問題を解くことができ、関数の意味を の関係に気付かせる。 【見】反比例の特徴と、表

践 考察する。 ピア活動Ⅰで 歯数が２倍 ・式・グラフの特徴を相互、 、

※『フラッシュ見取り作業』 ３倍になると回転数がどうな に関連付けて、対応の様子②

比例、反比例の復習 るかについて、表・式・グラ を考えることができる 〔観。

歯車の動画モデルの提示 フを使って考えを深めさせ 察・プリント〕

※『ピア活動Ⅰ』 る。

表・式・グラフに記入しながら考え ピア活動Ⅱで、ピア活動Ⅰ

を深め説明する。 の表・式・グラフを使って反

※『ピア活動Ⅱ』 比例の関係を根拠に基づいて

歯車の歯数と回転数の関係を表・式 表現させる。

・グラフを関連付けながら表現する。

(2) 一次関数（２学年）

① 目標

具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解を深めるとともに、関数関係を見いだ

し表現し考察する能力を養う。

② 単元の評価規準

数学への 数量や図形などについ
数学的な見方や考え方 数学的な技能

関心・意欲・態度 ての知識・理解

◎様々な事象を一次関数と ◎一次関数についての基 ◎一次関数の関係を、表 ◎事象の中には一次関

してとらえたり、表・式・ 礎的・基本的な知識及び ・式・グラフを用いて的 数として捉えられるも

グラフなどで表したりする 技能を活用しながら、事 確に表現したり、数学的 のがあることや、一次

など、数学的に考え表現す 象を数学的な推論の方法 に処理したり、二元一次 関数の表・式・グラフ

ることに関心をもち、意欲 を用いて論理的に考察し 方程式を関数関係を表す の関連などを理解して

的に数学を問題の解決に活 表現したり、その過程を 式とみてグラフに表した いる。

用して考えたり判断したり 振り返って考えを深めた りすることができる。

しようとしている。 りする。

③ 実践計画（２時間）

小単元等 授業時間数

１ 一次関数 ６時間

２ 一次関数の利用 ４時間 ※ ※印の小単元の内

３ 方程式とグラフ ３時間 ２時間で授業実

まとめ問題 １時間 践を実施

単元テスト １時間

時 ○ねらい ※学習活動 指導上の留意点 評価項目・評価方法

７ ○碁石の入れ物の中に何個の碁石 フラッシュ見取り作業で、一 【関】様々な事象を一次関数

が入っているかを一次関数を使っ 次関数の用語や表・式・グラフ としてとらえたり、表・式・

中 て考察する。 の関連性を確認することで、碁 グラフなどで表したりするな

２ ※『フラッシュ見取り作業』 石と碁石の入った入れ物の重さ ど、数学的に考え表現するこ

実 一次関数の復習、碁盤と碁石の には一次関数の関係があること とに関心をもち、意欲的に数

践 提示、実物投影機で碁石と入れ物 に気付かせる。 学を問題の解決に活用して考

の重さを投影する。 ピア活動Ⅰで、表・式・グラ えたり判断したりしようとし①

※『ピア活動Ⅰ』 フから、入れ物の中の碁石の個 ている 〔観察・プリント〕。

碁石の個数を予想し、理由も説 数の求め方について話し合わせ、 【技】一次関数の関係を、表

明する。 考えを深めさせる。 ・式・グラフを用いて的確に

※『ピア活動Ⅱ』 ピア活動Ⅱで、ピア活動Ⅰの 表現したり、数学的に処理し

碁石の個数と重さの関係を表現 表・式・グラフを使って一次関 たり、二元一次方程式を関数
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する。 数の関係を根拠に基づいて表現 関係を表す式とみてグラフに

させる。 表したりすることができる。

〔観察・プリント〕

８ ○封筒から出ている厚紙の長さと フラッシュ見取り作業で、一 【知】事象の中には一次関数

出ている部分の厚紙の面積の変化 次関数の用語や表・式・グラフ として捉えられるものがある

中 をグラフから考察する。 の関連性を確認することで、厚 ことや、一次関数の表・式・

２ ※『フラッシュ見取り作業』 紙の面積と傾きの関係に気付か グラフの関連などを理解して

実 一次関数の復習をし、厚紙とグ せる。 いる 〔観察・プリント〕。

践 ラフの関係を提示する。 ピア活動Ⅰで、封筒から出て

※『ピア活動Ⅰ』 いる厚紙の長さと面積の関係か②

厚紙の面積と傾きの変化の関係 ら、傾きの変化について考えを

を説明する。 深めさせる。

※『ピア活動Ⅱ』 ピア活動Ⅱで、ピア活動Ⅰの

厚紙の面積と傾きの関係を表現 考えを根拠を基づいて表現させ

する。 る。

理解した傾きの変化や他の図形 理解した傾きの考えを使って、

をグラフ化 他の図形もグラフにさせる。する。

Ⅵ 研究の結果と考察

１ フラッシュ見取り作業で、興味・関心を喚起するととも

に、既習事項を確認させることは、二つの数量を取り出す

ことや変化の対応に気付く力を育成することに有効であ

ったか。

(1) 具体的な実践内容

実物投影機を使って宿題プリントの答え合わせ

をすることで、生徒の足並みをそろえ、集中させ

ることができた。さらに、途中計算の考え方や

解き方等を自分で添削した。

、 、フラッシュ見取り作業では 図３のように比例

反比例（一次関数）の公式や用語 （比例定数、

傾き、切片）の確認や表（変化の割合 ・式・グ）

ラフの関連性について短時間で集中して興味・

関心をもたせながら行うことができた。

また、具体的事象をモデル化（図４）して二

。つの数量を取り出し変化の対応を読み取らせた

(2) 結果・考察

生徒の自己評価（図５）では 「 だいたい）意欲、（

的に取り組めた」と答えた生徒は１、２年ともにど

の実践でも90％以上である。

特に中１実践①・②、中２実践②では、意欲が高

かった生徒が多い。厚紙の移動を示した中２実践②

フラッシュ（図６）は、具体的事象とグラフの関連

を結び付け、二つの数量を取り出し変化の対応を読

み取るのに分かりやすかったのに対し、中２実践①

図３ 比例、反比例の確認（フラッシュ）

図５ 意欲的な取り組みに関する自己評価

73%

48%

71%

65%

20%

44%

23%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２実践②

中２実践①

中１実践②

中１実践①

意欲的に取り組めた まあまあ意欲的に取り組めた

あまり意欲的に取り組めなかった 意欲的に取り組めなかった

図４ 中１実線②歯車の歯数と回転（ﾌﾗｯｼｭ）
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のフラッシュは分かりにくかったと考えられる。

導入時の生徒の感想(資料１)では、フラッシュ見取

り作業が生徒の興味・関心を喚起し理解を促したこと

が分かる。また、既習事項の答え合わせや比例、反比

例、一次関数の式や用語、表・式・グラフの関連性の

復習をすることで、本時の学習につながっていた。

実物投影機で宿題の答え合わせをすることで、生徒

は正誤だけでなく途中の計算や別解を知り加除・修正

。 、 （ 、することができた 既習事項の確認では 関数 比例

反比例、一次関数）の表・式・グラ

フの関係を全員で復唱したり発問

に対して答えたりすることで、公

式や用語（比例定数、傾き、切片）

や表・式・グラフの関連性を確認

することができた。問題から二つ

の数量に興味をもって具体物の動

画や静止画に興味・関心をもち、

見通しをもつことができた。

以上のことから、フラッシュ見

取り作業は既習事項を復習したり

二つの数量を取り出し変化の対応

を読み取ったりすることに有効で

あったと考えられる。

２ ピア活動Ⅰにおいて、関数の特徴や表・式・グラフの関

連性について互いの考えを交流することは、考えを深める

ことに有効であったか。

(1) 具体的な実践内容

ピア活動Ⅰ（資料２）では、隣の座席の生徒同士で作業

しながら説明し合うことで考えを深める。座席が隣同士で

も必ずしも数学が得意な生徒とは限らないため、事前にヒ

ントを用意しておき二人とも分からない時にはヒントを与

えた。分担して作業したり表やグラフをかいたりしながら

考えを交流することで生徒は相互に考えを深め合った。

(2) 結果・考察

自己評価（図７）では、どの授業においてもよく考えて

いる生徒が多いことが分かる。中１実践①ではデータが他

に比べてよくないのは作業時間が多くかかり、考える時間

が十分確保できなかったためであると考える。作業時間を

短縮し考える時間を確保する必要がある。

生徒の感想（資料３）では、ピア活動Ⅰで自分の考えの

根拠をもったり、友達の考えを聞く中で多様な考えをもっ

たりして表現できるようになってきたことが分かる。抽出

生徒『数学が得意な生徒と不得意な生徒のピア活動Ⅰ（得意な男子Ｃ、不得意な女子Ｄ 』では、）

男子Ｃは「自分が考えることを言葉にして伝えるのは大変でしたがよい勉強になりました」と書

いた。

資料２ ピア活動Ⅰ

・実物投影機は、結構見やすく分かりやすかったです。

・友達のプリントなどそのまま見られるのでよかったです。

・スライドショーの工夫が色々とあって、とても分かりやす

かった。

・比例、反比例のグラフの書き方・読み方、ｘとｙの表、比

例と反比例の式も忘れなくなった。

・自分がどのくらい理解しているのか分かったし、反比例の

式や比例定数を分かりやすく確認できた。

・絵などで説明しているので理解でき、問題を解くスピード

も速くなりました。

・パワーポイントを使った授業の方が集中でき、文が書いて

ある紙で説明するよりよかったです。

72%

63%

69%

54%

22%

31%

23%

42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２実践②

中２実践①

中１実践②

中１実践①

深まった まあまあ深まった

あまり深まらなかった 深まらなかった

図６ 中２実践②厚紙の移動（フラッシュ）

資料１ フラッシュ見取り作業の生徒の感想

図７ 考えの深まりの自己評価
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表１はピア活動Ⅰにおける抽出生徒の書い

た内容を表にしたものである。『数学が得意

な生徒同士のピア活動Ⅰ（男子Ａ、女子Ｂ）』

では、具体的事象から比例か反比例かを判断

して、比例定数や反比例の式を求めている。

『数学が得意な生徒と不得意な生徒のピア活

動Ⅰ（得意な男子Ｃ、不得意な女子Ｄ）』で

は、男子Ｃは二つの数量の関係に着目して反

比例の関係を説明し、女子Ｄは反比例の性質

に着目して書いている。

これを見ると具体的事象と反比例の関係を

説明し合うことで考えを深めてい

ることが分かる 『数学が不得意。

（ 、な生徒同士のピア活動Ⅰ 男子Ｅ

女子Ｆ 』では、男子Ｅが速さに）

目を着けて歯車の歯数と回転数の

関係を説明した。女子Ｆは一人で

は反比例の関係になること自体分

からなかったので、男子Ｆの考え

を聞いて反比例の関係だと判断し

表やグラフを作成した。正解には

至らなかったものの、男子Ｅとの

活動を通して、女子Ｆは一人では

できない学習をこのピア活動で深

めることができた。

相関表（表２）から、事前意識

『説明することで深まるだろう』

と事後意識『説明しての深まり』

では正の相関であることが分か

る。抽出生徒女子Ｄは、深めるこ

とができなかったと感じている

が 「友達の説明を聞けてよかっ、

。 」 。た もう少しやりたい と書いた

この結果から、積極的に取り組め

たがピア活動Ⅰの時間が不足して

いると考えられる。

生徒同士の意見交換では、表現することの難しさか

ら、教師から見れば十分に考えが深まっているにもか

かわらず、深まっていると感じていない生徒もいるこ

とが分かる。これは、正解か不正解かだけを確認する

今までの学習では感じなかった「他の人に説明する難

しさを感じた 「他の人の意見を聞いて分かった」と」、

いう感覚が芽生えた結果であり、考えが深まったと言

える。また 『数学が不得意な生徒同士のピア活動Ⅰ、

（男子Ｅ、女子Ｆ 』では、男子Ｅは「あまりうまく）

説明できない」と書き、女子Ｆは「だいたい隣の人に

数学が得意な生徒同士のピア活動Ⅰ（男子Ａ、女子Ｂ）

男子Ａ 反比例と同じようにｘとｙをかけると比例

定数の64になるからｙ＝64/ｘになる。

女子Ｂ ｙ＝64/ｘなので反比例の式になる。

数学が得意な生徒と不得意な生徒のピア活動Ⅰ

（得意な男子Ｃ、不得意な女子Ｄ）

男子Ｃ アは２回転は32×２＝64、64÷32＝２、イは８だ

から64÷16=4、2回転するには歯数が少ないから

歯数が少ないから回転数が増えるから反比例回転

数が増えると回転数が減る。

。女子Ｄ ｘが２倍になるとｙが1/2になって反比例になる

数学が不得意な生徒同士のピア活動Ⅰ（男子Ｅ、女子Ｆ）

男子Ｅ 32が１回転すると１回転に32秒かかるとする。16

が１回転すると16秒かかるとする。32の歯車が1

回転する間に16は何回転するでしょうか。

女子Ｆ 32の歯数が１回転32が１回転すると８の歯車イが

１回転に32秒かかるとする。16の歯車ウが１回転

する。アの歯車が1回転する間にイの歯車は何回

転するか。８×４＝32、ｘ×y＝ａでｘ×ｙをす

ると必ず64になる。だから反比例になります。

表１ 抽出生徒のピア活動Ⅰの記録

・いろいろなやり方が見つけられた。

・自分だけでは考えられない問題を友達の説明を

聞いて、分かるようになった。

・自分の意見は曖昧だったけど友達の意見を聞い

て表し方がよく分かった。

・意見を聞くことで、新たな考えや違う説明の仕

方を見つけたりといろいろな発見があった。

・自分の意見を言ったり相手の意見を聞いたりし

て自分の考えや相手の考えを深められた。

、 。・お互いの意見を出し合い 考えることができた

資料３ ピア活動Ⅰの生徒の感想

表２ 説明することと深まりの相関



- 9 -

教えてもらいました」と書いた。この活動の段階では、根拠は正解までには至っていないものの

男子Ｅは説明でき、女子Ｆは男子Ｅのおかげで考えをもつことができた。これら生徒の記録から

も分かるように、それぞれのピア活動Ⅰに差はあるが、生徒は問題を解決するために二人で協力

して考えを深め合ったことが分かる。以上の事からピア活動Ⅰは互いの考えを深めることに有効

だったと考えられる。

３ ピア活動Ⅱにおいて、ピア活動Ⅰで深めた関数関係を説明し合う

活動を取り入れることは、自分の考えを根拠に基づいて表現するこ

とに有効であったか。

(1) 具体的な実践内容

ピア活動Ⅱ（資料４）の編成は、ピア活動Ⅰの２組で編成

した（４～５人 。ピア活動Ⅱのメンバーは、一人）

ずつ順番に発表し、友達の意見で参考になったこと

を加除・修正して根拠をより確かなものにした。

(2) 結果・考察

自己評価（図８）では、80％以上の生徒が表現で

きたと判断している。中１実践①では、時間が不足

していたため数値は落ち込んでいるが、作業が多い

中でどの生徒も積極的に表現していた。

生徒の感想（資料５）から、表現

はできなかったが友達の意見を聞く

ことで考えを深められた生徒や、表

現ができるようになってきた生徒が

増えていることが分かる。また、ピ

ア活動Ⅰでは根拠が不安だったもの

の、より多くの友達に表現すること

で自分の考えの深まりの正しさや、

友達の考えと比較検討できる生徒が

増えている。

表３は、抽出生徒６人の三つの

ピア活動Ⅱがどのような内容であ

ったかを書いた記録である 『数。

学が得意な生徒同士のピア活動

Ⅱ』では、生徒はピア活動Ⅰでは

既習事項を基に学習したことから

計算式を書いただけだったが、ピ

ア活動Ⅱではその根拠を基にして

詳しく書いた 『数学が得意な生。

徒と不得意な生徒のピア活動Ⅱ』

では、男子Ｃは「段々慣れてきて

表現しやすくなりよかったと思い

ます 、女子Ｄは「いろいろな説」

明が聞けて分かりやすかった」と

書いた。また 『数学が不得意な、

生徒同士のピア活動Ⅱ』では、男子Ｅは「歯車の説明を間違った 、女子Ｆは「説明を聞いて分」

図８ 表現力に関する自己評価

資料５ ピア活動Ⅰの生徒の感想

・自分の考えは表現できなかったけど、他の人の考

えがわかってよかったです。

・段々慣れてきて表現しやすくなってよかった。

・自分の意見をわかりやすくまとめられました。

・自分の意見が発表できたし、自分と友達の違った

意見を知ることができた。

。・他の人の意見と自分の意見を比べられてよかった

資料４ ピア活動Ⅱ

数学が得意な生徒同士のピア活動Ⅱ

（男子Ａ、女子Ｂ）

反比例と同じようにｘとｙをかけると比例定数64になるか

ら、ｙ＝64/ｘになるので、これは比例の関係である。ｘが2

倍になるとｙは1/2倍になるので反比例の関係。

数学が得意な生徒と不得意な生徒のピア活動Ⅱ

（得意な男子Ｃ、不得意な女子Ｄ）

ｙ＝64／ｘの反比例になっている。反比例と同じようにｘと

ｙをかけると比例定数の64になるからｙ＝64／ｘになる。

数学が不得意な生徒同士のピア活動Ⅱ

（男子Ｅ、女子Ｆ）

ｘとｙの積は全部64になったのでこれは反比例してるといえ

る。ｘが２倍するとｙは１／２となる。

表３ 抽出生徒のピア活動Ⅱの記録

66%

52%

58%

46%

26%

35%

31%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２実践②

中２実践①

中１実践②

中１実践①

表現できた まあまあ表現できた

あまり表現できなかった 表現できなかった
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かりやすかった」と書き、その後、加除・修正してｘが２倍、３倍になるとｙは１／２倍、１／

３倍と変化することを根拠に基づいて表現することができた。

ピア活動Ⅱでは、全員の生徒がピア活動Ⅰで深めた考えを表現することに難しさを感じていた

が、根拠に基づいて表現できるようになった。このことから、ピア活動の構成員によりレベルの

差はあるが、ピア活動Ⅱは、ピア活動Ⅰで深めた考えを根拠をもって表現することに有効であっ

たと考えられる。また、友達の表現かを基に比較・検討することで自分の考えをさらに深めるこ

とにもつながったと考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ フラッシュ見取り作業では、興味・関心を喚起するとともに既習事項を確認したり二つの数量

を取り出して変化の対応に気付かせたりできた。

○ ピア活動Ⅰでは、隣同士で気軽に考えを交流することで、友達の考えやヒントを基にして関数

の特徴や表・式・グラフの関連性について考え深めることができた。

、 、 。○ ピア活動Ⅱでは レベルの差はあるものの ピア活動Ⅰで深めた考えを表現することができた

また、自分の考えに友達の考えを加除・修正しさらに考えを深めることができた。さらにその後

の演習問題でも、より積極的に分かりやすく表現する生徒が増えている。

これらより、１時間の授業において、フラッシュ見取り作業、ピア活動Ⅰ、ピア活動Ⅱを実施す

ることで、意欲の高まり、考えの深まり、表現する力の育成につながった。

２ 課題

○ フラッシュ見取り作業で、二つの数量を取り出し変化の対応に気付くような内容をさらに工夫

して提示する必要がある。

○ ピア活動Ⅰでは、座席がクラスの隣同士での活動のため深まりの差が出やすい。このため、見

通しを立ててから活動に入ったり、個々の活動に対するヒントを工夫したりする必要がある。

○ ピア活動Ⅱでは、ピア活動Ⅰで考えを深められなかったため表現するまでに至らず、この活動

で考えを深めることができた生徒もいた。ねらいを明確にして各段階の時間配分を考慮する必要

がある。年間指導計画を見通し、計画的・意図的にこのような活動を取り入れ、考えを深め表現

する機会をより多く取り入れる必要がある。
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